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資本金／１８，０００千円 従業員／７３名
主な取引先／工具メーカー、機械メーカー、ＯＡ機器

メーカーなど
主な保有設備／連続抽伸機１３基、横釜延伸基３基、   

滑車伸線機４基、圧延ロール１基、          
渦流探傷装置９基など

主力製品／工具用棒材（磨き棒鋼）、ＯＡ機器用シャフト、
異形線材など
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伸線技術の高付加価値化に挑戦、
工具用棒鋼の生産効率２倍に

Έ͕ͳ͘ɺ͕࣠ͿΕͳ͍ՃڧʹΈ
同社はコイル状に巻かれた特殊鋼材料などを加工して

「磨き棒鋼」と呼ばれる棒状の鋼材を製造する。直径
５．５㎜―４０㎜の線材や棒材を、連続抽伸機と呼ばれる
機械を使い、金型（ダイス）の中を引き抜いて必要な
形状に加工し、切断、矯正する。断面が丸形以外のさま
ざまな形をした異形材と呼ばれるものもある。ＯＡ機器用
シャフト、電動ドライバ用ビットや六角レンチの高級品など
に使用される。木ノ本裕

ゆたか
社長は「歪みがなく、まっすぐで、

軸の中心がぶれない加工が当社の強み」と強調する。
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本社と工場がある大阪府東大阪市の枚岡地区は

「日本の伸線業の発祥地」ともいわれ、同社もその草創
期の明治初期に創業をしている。伸線技術を活用し
車両の軽量化などで求められるＭＩＧ溶接用マグネ
シウム合金ワイヤなど、次世代に向けた製品開発にも
取り組んでいる。

事業内容
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自動車、機械、ＯＡ機器などに使われる軸部品は高い

耐久性と信頼性が求められることもあり、品質に優れる
日本製鋼材を使った製品が優位性を保ちやすい。ただ、
同社の主力製品でもある工具用棒鋼は、中国、台湾製
の汎用工具鋼を使った海外製品がコスト、品質ともに
競争力を付けてきている。
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国内メーカーがこの状況に対応するためには、従業員

ひとりあたりの生産量を上げつつ、品質も向上すること
が必要になる。そこで、平成２７年に「ものづくり補助金」
を活用し、本社工場の老朽化した生産ラインに代えて、
最新の連続抽伸機を含む新しい「磨き棒鋼生産ライン」
を導入した。新ラインは生産性の向上だけでなく、
品質管理機能も追加した。自動車業界などの生産工程
で使われる耐久性に優れた高付加価値の工具用棒鋼を
製造することで、海外製品との差別化を図った。

補助事業
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新生産ラインは約１億１，０００万円を投じて導入

し、平成２９年１月に稼働した。木ノ本社長が「投資
の効果は十分にあった」と胸を張る最新設備だ。
金型から棒材を引き抜く連続抽伸機の出力が増した
ことなどで、引き抜き工程の加工速度が従来の毎分
２０ｍから同５０ｍに早まり、時間あたりの生産能力
は従来比約２倍に向上した。六角形状の棒材は、
従来、対辺の寸法が６㎜―８㎜までしか加工できな
かったが、４㎜―１０㎜まで加工できるようになった。
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また、加工した棒鋼の表面傷を発見する「渦流

探傷装置」も組み込み、目視で行っていた検査
業務を自動化した。従来、長さや深さが０．１㎜を
超えるキズの付いた製品の発生率は２―３％だった
が、検査装置導入後は、ほぼ０％に近づいた。

生産効率の向上と品質クレームの減少により、
顧客への納入価格も低減が期待できる見通しだ。
製品寸法の精度も公差０．０１㎜―０．０２㎜を実現
したことで、工具を固定するために使っていた磁石
が不要になるなどエンドユーザーの作業性向上に
つながる成果も生み出した。

具体的成果
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同社が製造する工具用棒鋼は業務用や自動機械

用の高級品で、国内市場規模は年間約１０億円程度
と推定される。数年前までこの５０％以上のシェア
を占めていたが、数年前から海外製品が価格攻勢
を強めたため、現在のシェアは３０％程度まで低下
した。今後、新生産ラインの導入によって生み出した
コスト、品質、作業性向上といった付加価値を顧客
に周知し、シェアの奪回を図る考えだ。木ノ本社長
は「平成３０年末のシェアを５０％程度まで高める」
と意気込む。
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主力の工具用棒材の競争力を維持しながら、次世代
製品であるマグネシウム合金ワイヤの事業化も進め
る。マグネシウムは比重が鉄の約４分の１で、強度も
出せる素材で、軽量化が進む自動車、鉄道、航空機
などへの採用も始まっている。同社はこれらの部品の
溶接に必要なＭＩＧ溶接用マグネシウム合金ワイヤ
を、直径１．２㎜の細径で長さ３００ｍ以上に伸ばす
量産技術を開発済みだ。今後、素材の検討や溶接
実験を重ねて難燃性を向上し、早期の実用化を目指す。

今後の戦略

難燃性マグネシウム合金ワイヤ導入した新しい連続抽伸機 異形材の断面図
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お客様の望みを形にすることを存在価値と
考え、伸線技術を生かした異形や特殊鋼の
シャフトづくりに挑戦しています。品質は
もちろん、短納期、多品種少量を実現する
生産管理システムの整備にも取り組んで
います。

お客様の望みを形に

代表取締役社長  木ノ本 裕
ゆたか
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